
歳出科 目 (P258～ P259) 7款 1項 2日 商工振興費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 比  較

貿易振興事業 3,744 3,433 311

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 3,744 旅費

役務費

使用料及び賃借料

109

121

56

委託料       1,029

負担金補助及び交付金

2,384

市内企業の海外事業展開促進に向けた支援を行い、今後の事業展開に伴 う地域経済の活性

化や直江津港を通 じた物流の促進を目指す。

○国際ビジネス推進事業  2ぅ 747

【目白勺】

貿易関連団体等と連携しながら市内企業の海外事業展開を支援することにより、市内企

業の振興を図る。

【2年度目標】

国内外の関係機関等との連携を構築・強化し、市内企業への的確な情報提供や支援を通

じて、企業の海外事業展開を促進する。

【実施内容】

(1)海外販路拡大に向けた情報収集等 (24)

・市内企業の取組状況や海外市場動向に関する情報収集
。国内外の支援機関や海外進出企業等を通 じた現地とのつながりの構築・強化

121「大連 日本商品展覧会」への参加 (2,723)

。中国 。大連市で開催される日本商品展覧会に企業とともに出展するほか、出展企業

に対 し、展覧会出展に係る費用の一部を支援する。

<大連 日本商品展覧会の概要>
。実 施 時 期 :9月 下旬 (3日 間)

・開 催 場 所 :中国 。大連市

・主   催 :大連市人民政府、遼寧省商務庁、中国国際貿易促進委員会遼寧省

分会

・内   容 :数多くの日本企業が一堂に会する中国国内における日本商品に特

化 した展示販売商談会
。出展企業数 :490社 (令和元年実績)

。来 場 者 数 :約 10万 6,000人 (令和元年実績 )

○貿易関連団体負担金等  997
【目的】

貿易関連団体等から収集した情報を市内企業へ提供するとともに貿易関連団体等の活用

を促すことにより、市内企業の海外事業展開を支援する。
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【2年度目標】

市内企業への貿易関連情報の提供や貿易関連団体等の支援メニューの活用を通じて、市

内企業の海外事業展開を促進する。

【実施内容】

但)貿易関連団体等への負担金の支出

・貿易関連団体等…独立行政法人 日本貿易振興機構新潟貿易情報センター (ジェト

ロ新潟)、 新潟県大連経済事務所、[新]公益財団法人 環日本海

経済研究所 (ERINA)
121 日口沿岸市長会への負担金の支出
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提  出  課 産業政策課

歳出科 目 (P258～ P259) 7款 1項 2日 商工振興費

単位 :千円

事    業 名 本 年 度 前 年 度 レヒ    較

住宅建築促進事業 1,290,100 1,524,220 △ 234,120

主 な 財 源 主 な 経 費

諸収入 1,290,100 貸付金 1,290,100

○住宅建築等促進資金預託金  1,290,000

【目的】

貸付残高に対する預託及び償還等の事務を適切に行 う。

【実施内容】

・貸付期間 :平成 17年 4月 1日 ～平成 23年 9月 30日

・償還期間 :最長 20年

・預託期間 :令和 ■年度まで市内金融機関へ預託

○持家住宅低利建築資金預託金  100
【目的】

貸付残高に対する預託及び償還等の事務を適切に行 う。

【実施内容】

・貸付期間 :昭和 59年 6月 1日 ～平成 17年 3月 31日

・償還期間 :最長 15年

・預託期間 :令和 2年 4月 まで市内金融機関へ預託

年 度 29年度 30年度 元年度

預託件数 (件 ) 679 633 594

預  託  額 2,121,844 1,788,135 1,519,792

年 度 29年度 30年度 元年度

預託件数 (件 ) 105 65 38

預  託  額 35,094 17,477 5,598
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歳出科 目 (P258～ P259) 7款 1項 2日 商工振興費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    屯交

計量検査事業 2,143 7 862 △ 5,219

【目的】

消費者及び事業者が安心して商取引を行う環境を整え、円滑な経済活動を促すため、計

量法に基づく検査等を実施する。

【2年度目標】

立入検査業務などの検査及び事務を円滑に行う。

立入検査目標件数 :商品量目 15店、燃料油メーター 5店、プロパンガスメーター 5店

【実施内容】

・計量業務推進員 (2,031)

計量業務推進員を設置し、計量業務を確実に実施する。

・普通旅費 (40)

全国辱定市計量行政協議会等への参加

・消耗品費 (43)   ′

計量関係法令集等

・有料道路使用料 (11)

.  新潟県特定市計量行政協議会等

・全国特定市計量行政協議会負担金 (18)

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 2,143 報酬

職員手当等

共済費

1,684

60

287

旅費

需用費

負担金
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提  出  課 産業立地課

歳出科 目 (P258～ P261) 7款 1項 2目 商工振興費

単位 :千円

事    業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

設備投資促進事業 311,165 345,008 △ 33,843

主 な 財 源 主 な 経 費

諸収入

一般財源

20,491

290,674

負担金補助及び交付金

290,524

貸付金      20,491

【目的】

財政的支援を行 うことにより、企業の設備投資を誘発し、市内企業の持続的な成長・発

展と地域経済の活性化に寄与する。

【2年度目標】

企業に対して積極的に支援制度を周知し、業務拡大や生産性向上に向けた設備投資を促

す。

【実施内容】

但)企業設置等奨励金 (290,524)

・対象工場等 :63企業 107工場等

工場、設備等の新設・増設又は更新に対 して奨励措置を行 う。

各交付年度における奨励金の上限額は、1企業 5,000万円

・指定基準

a。 工場、設備等に係る固定資産の取得価額の合計額 (フ ァイナンスリース契約

で取得 した償却資産も含む。)及び新規雇用者数
※が下表に該当すること。

固定資産の取得価額 新規雇用者数

中小企業

重点業種 2,000万円以上

要件なし

その他業種 3,000万円以上

大企業 2億円以上 5人以上

b.公害を発生するおそれがないこと。

c.市税を完納していること。

※ 新規雇用者とは、①新規に採用する常用使用従業員のうち、市内に住所を有

する者、②常用使用従業員のうち、新たに市内に住所を有することになった者

をいい、①及び②の合計数が上記の雇用者数を満たす場合に適用
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・対象業種及び交付割合

1年度 2年度 3年度

重点

業種

製造業、道路貨物運送業、

倉庫業、こん包業、卸売業、

コールセンター

100/100 100/100 100/100

その他

業種

旅館、情報サービス業、

自然科学研究所、植物工場
100/100 60/100 40/100

121 工場等設直資/金予貞託金 (20,491)
。融資限度額 :工場等の新設・増設 2億円、設備の新設・更新 5,000万 円
。貸 付 期 間 :12年以内 (据置 2年以内)

・不可   率 :2.00%

俗)生産性向上特別措置法に基づく先端設備等導入の促進
。制 度 概 要 :一定の要件を満たす設備投資に係る固定資産税を 3年間ゼロとする。
。対 象 者 :設備投資を通 じて労働生産性を年平均 3%以上向上させるための計画

(先端設備等導入計画)を作成 し、市の認定を受けた中小企業
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提  出  課 産業政策課

歳出科 目 (P260～ P261) 7款 1項 2日 商工振興費

単位 :千円

事    業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    較

地域中核企業成長促進支援事業 38,110 0 33,110

主 な 財 源 主 な 経 費

国庫支出金

一般財源

16,502

16,608

報酬

共済費

報償費

1,250

218

103

旅費        435

負担金補助及び交付金

31,000

地域内外からの雇用や地域内取引を増や し、地域経済の活力向上を図るため、研究開発や

生産性の向上等に積極的に取 り組むものづくり企業を集中的に支援 し、当該企業及び関係す

る地域企業群の成長を促す。

○地域中核企業成長促進支援事業  33,110

【目的】

新たな事業展開と生産効率や職場環境の向上などに積極的に取 り組む企業に対して支援

を集中し、地域全体の産業振興を目指す。

【2年度 目標】

研究開発や生産性の向上等に積極的に取 り組むものづくり企業を集中的に支援すること

により、当該企業及び関係する地域企業群の成長を促 し、地域内外からの雇用や地域内取

引を増や し、地域経済の活力向上を図る。

【実施内容】

・提案型モデル支援事業 (30,105)

企業が、新製品・新技術の開発を始め、生産性の向上、新分野への進出、新規販路

開拓などを行 うことにより、地域に波及効果をもたらすモデル的な取組に係る経費を

補助

・生産性向上支援事業 (1,000)

生産性の向上を図るための計画策定に向け、企業が行 う外部の専門家を活用 した工

場診断等の珂文組に係る経費を補助

・企業支援コーディネー ト事業 (1,520)

地域中核企業の支援に特化 し、企業の成長に必要な情報収集や各支援機関との調整

などを行 う、事業運営のコーディネーターを採用

。地域中核企業認知度向上事業 (379)

地域中核企業の知名度向上や人材確保・育成を支援するため、首都圏大学等との情

報交換会や、市内高等学校教諭等を対象とした工場見学などの事業を実施

・地域中核企業成長促進協議会の運営等費用 (106)
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提  出  課
観光交流推進課・施設経

営管理室

歳出科 目 (P260～ P261) 7款 1項 3目 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

観光振興対策事業 90,439 91,681 △ 1,242

主 な 財 源 主 な 経 費

財産収入

諸収入

一般財源

320

2,865

87,254

報酬

需用費

役務費

2,585

1,130

1,103

委託料      26,448

負担金補助及び交付金

57,562

観光情報の提供、観光資源の PR、 関係団体の取組への支援などを通 じ、観光の振興と多

様な交流機会の創出を図る。

○観光案内所運営事業  14,283
【目的】

当市における歴史や文化、自然風土などの観光資源を広く情報発信し、きめ細かな観光

案内を行 うことにより、来訪者の満足度の向上を図り、当市への再訪を促す。

【2年度目標】

利用実績及び目標                          (単 位 :人 )

29年度 30年度
元年度

(1月 末現在 )

2年度 (目 標 )

高田駅前観光案内所 7,185 6,265 5,529 8,000

直江津駅前観光案内所 10,975 029 8,984 11,000

上越妙高駅観光案内所 84,414 94,029 60,964 90,000

合 計 102,574 111,323 75,477 109,000

【実施内容】
。観光案内所運営業務委託料

各観光案内所が連携し、市内の観光名所や宿泊施設等の案内及び情報提供を行う。

案内所名 開設時間 休 日

高田駅前観光案内所

10:00-16:00

※ 観 桜 会 会 期 (4/1～ 4/15)中 は

10:00-19:00

12/31 ・1/1

直江津駅前観光案内所
(4/1～ 10/31)9:30～ 17:30

(■ /1～ 3/31)10:00～ 17:00
12/31 ・ 1/1

上越妙高駅観光案内所 9100-18:00 な し

49



○観光物産宣伝推進事業  12,165
【目的】

姉妹都市等と相互に特産品の紹介や観光PRを行 うことにより交流人口の拡大を図ると

ともに、イベント開催時における特産品等の販売を促進するため、物産展を開催する。

【2年度目標】

物産展開催実績及び目標

29年度 30年度 元年度 2年度 (目 標)

実施会場数 4会場 4会場 4会場 4会場

入込数 1,446,000人 995,500人 1,349,100人 1,335,900人

売上額 38,896千円 24,987千円 40,004千円 30,417千 円

【実施内容】

物産展名称 開催場所
開催時期

(予定)

主催者
入込数

(目 標 )

(市外会場 )

上越市の観光 と物産展

静岡市
11月

下旬
静岡市 77,800人

(市内会場)

高田城址公園
4月 1日

～ 15日
上越市 1,210,000人

上越市春 日

謙信交流館

8月 22日

～ 23日
上越市 25,000人

上越観光

物産センター

10月

上～中旬
上越市 23,100人

○地区別各種団体等への補助金、負担金  44,698

【目的】

誘客を促進 し、交流人口の拡大を図るため、当市の情報発信、観光ルー トの開発と商品

化、旅行会社等への売 り込みに取 り組む とともに、観光客の受入態勢を強化する。

【2年度 目標】

スポーツ大会や学術会議、コンクールなどのコンベンション開催件数 :13件

(29年度…11件、30年度…12件、元年度見込…10件 )

【実施内容】

・上越観光コンベンション協会の体制及び活動の充実

職員人件費、観光情報発信、営業活動支援、広告宣伝活動、観光ボランティアガイ

ドの養成等へ助成する。

[充 ]・ コンベンション開催誘致事業等への助成

市内で開催 されるスポーツ大会や学術会議、コンクールなどの開催に要する経費を

助成する。また、新潟県立武道館や上越体操場が整備 されたことを契機に、スポーツ

合宿への補助制度を創設し、市内での観光や地域住民との交流の促進を図る。

・上越妙高駅を利用 した旅行商品造成促進事業補助金

北陸新幹線 とバスを乗 り継ぐツアーの乗換駅としての利用が活発な上越妙高駅の特

性をいか し、より多くのツアーを市内に誘導するため、旅行会社が企画する市内に立
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ち寄る募集型旅行を助成する。

○観光振興に係る諸経費  5,470
【実施内容】

。会計年度任用職員報酬等 (3,218)

・郵便料、運すん鸞料 (817)

・庁用自動車維持関係経費 (888)

。その他消耗品等事務経費 (547)

○各区の観光振興対策事業  13,828
<安塚区>  957

【目的】

観光協会や大島区、浦川原区と連携し、イバントのPRや実施による誘客活動を行い、

区内入込数の増加と経済効果の拡大を図る。

【2年度目標】

観光協会事業入込数 :13,000人 (元年度見込 :13,000人 )

【実施内容】
。安塚観光協会補助金 (957)

集客イベントの開催、PR活動に対する補助

*2年度事業内容

・菱ヶ岳山開き

・真夏の雪まつり

・スローフー ドやすづか屋台村

・安塚そば祭 り、収穫祭

・灯の回廊 (安塚キャンドルロー ド) など

<=牧区>  329
【目的】

観光関係団体と連携し、観光施設や特産品をPRするとともに都市との交流事業等に

取り組み、牧区への交流人日の増加を図る。

【2年度目標】

観光施設入込数 :21,000人 (元年度見込 :21,000人 )

【実施内容】
。消耗品費 (43)

・牧ふるさと観光振興会補助金 (286)

特産品の販売促進や観光のPR活動並びに農作業体験を中心とした都市と農村の

交流事業に対する補助

*2年度事業内容
。観桜会、越後 。謙信SAKEま つり等での牧区の特産品のPR
。そば打ち体験、しめ縄づくりなどの体験交流事業の実施

<柿崎区>  8,395
【目的】

各種イベン トや海水浴・米山等のPRを通 じ、柿崎区の知名度を向上させ、交流人口

の拡大を図る。
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【2年度目標】
。海水浴場入込数 : 5,500人 (元年度実績 :5,530人 )

。柿崎観光協会事業入込数 :51,000人 (元年度実績 :51,094人 )

【実施内容】

・米山山頂避難小屋連絡協議会負担金 (426)

避難小屋等の維持管理及び山頂の環境整備に要する費用の負担金

(米 山山頂避難小屋連絡協議会 :柏崎市、上越市 (柿崎区)、 柏崎山岳会、柿崎山

岳会、柏崎観光協会、柿崎観光協会、柿崎区下牧町内会 )

・柿崎観光協会補助金 (2,702)

柿崎区の観光振興を担 う観光協会の活動に対する補助

*2年度事業予定    ,
。4月  4日 (土)～ 19日 (日 )  坂田池観桜会 (桜ライ トアップ)

・ 5月 31日 (日 )         米山山開き登山

・ 6月 20日 (土)～ 22日 (月 )  お引き上げ商工まつ り
。 7月 26日 (日 )         観光地引網

・ 8月 10日 (月 ・祝)       柿崎納涼花火大会

・ 坂田池周辺の桜の植え替え等

・山梨県北杜市 (姉妹都市)の 甲斐源氏まつ りへの参加に係る旅費等 (17)

・消耗品 (5)

。庁用車の燃料費・ リース料 。点検修繕費用等 (245)

<大潟区>  5,028
【目白勺】

大潟観光協会、鵜の浜温泉観光組合等の大潟区の観光関係団体と連携を図 り、大潟区

の観光 PRと 入込数の増加を図る。

【2年度 目標】

・鵜の浜温泉の宿泊者数 :50,000人 (元年度見込 :50,000人 )

。鵜の浜海水浴場・人魚館等を含めた日帰客数 :168,200人 (元年度見込 1168,160人 )

【実施内容】

・大潟観光協会補助金 (3,428)

大潟区の観光振興の中心的な役割を担 う観光協会の活動に対する補助

*2年度事業予定
。大潟キャンプ場の運営、野外活動施設 (ア スレチック等)の管理

・ホームページの随時更新やパンフレットの作成
。鵜の浜海水浴場のウェブ上でのライブ中継

・色彩音楽花火の動画配信によるPR
・県内外の観光協会、NEXCO、 」R、 えちごトキめき鉄道など関係団体

との連携によるPR
・観光キャラバンの実施や観光商談会への参加によるPR
。各旅館、ホテルヘの適正なサービスの提供及び料理の質を高めるなどの指

導助言

・鵜の浜温泉まつ り実行委員会補助金 (1,600)

鵜の浜海水浴場を会場に実施される「鵜の浜温泉まつり」、「色彩音楽花火」への

ネ甫助

*2年度事業予定
。鵜の浜温泉まつ り 8月 22日 (土 )
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・色彩音楽花火 8月 5日 (水 )、 8月 6日 (木 )、 8月 16日 (日 )、

8月 17日 (月 )、 8月 22日 (土 )

<頸城区>  1,227
【目的】

頸城区観光協会の事業運営を支援し、頸城区の観光資源の活用や情報発信を積極的に

行い、地域の活性化と交流人日の拡大を図る。

【2年度目標】

頸城区観光協会事業入込数 :12,000人 (元年度見込 :10,929人 )

【実施内容】

頸城区観光協会補助金 (1,227)

頸城区の観光振興を推進する観光協会の活動に対する補助

*2年度事業内容

・バスツアー、大池まつり、月見の会、芋煮会、新酒祭り、ホームページによ

る観光情報の発信等

<吉)II区 >  1,073
【目的】

友好都市である東京都荒,|1区の祭 りへの参加や区内のイベン ト等において、特産品販

売等のPRを行い、吉)|1区特産品の販路拡大や交流人口の拡大を図る。

【2年度 目標】

吉川観光協会事業入込数 :2,600人 (元年度見込 :2,220人 )

【実施内容】

・吉川観光協会補助金 (424)

吉川区の観光振興を推進する観光協会の活動に対する補助

*2年度事業予定

・ 4月 中旬   尾神 しだれ桜まつ り
。 7月 中旬   吉)||テ ラス (出店)

・ 8月 1日 (■)よ しかわやつたれ祭 り (出店)

・ 9月 中旬   観光協会長杯パラグライダー大会
。■ 月中旬   郷土料理を食する会 (よ しかわ新そばまつ り)

・ 3月 上旬   新酒を楽 しむ会
。東京都荒川区の 「川の手荒川まつ り」での物産販売等に係る旅費、物資運1几鸞料、バ

ス借上料等 (649)

<中独卜区>  339
【目的】

中郷区の観光地としての魅力を高めるため、松ヶ峯の桜を始めとした区内の地域資源

のPRを行い、交流人日の拡大を図る。

【2年度目標】

観光協会事業入込数 :3,500人 (元年度見込 :3,500人 )

【実施内容】
・中郷観光協会補助金 (339)

中郷区の観光振興を推進する観光協会の活動に対する補助
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*2'年度事業内容
。松ヶ峯周辺における桜のライ トアップ、二本木駅及び周辺活性化事業、ゆる

キャラ及び観光関連事業への協賛、桜開花等の情報発信

<板倉区>  400
【目的】

市内の観光関係団体と連携 し、板倉区のPR・ 情報発信を行うことにより、観光施設

への誘客促進と入込数の増加を図る。

【2年度目標】

ゑしんの里記念館入込数 :12,500人 (元年度見込 :10,000人 )

【実施内容】
。ゑしんの里観光公社補助金 (400)

板倉区の観光のPR活動、施設の利用促進等を推進する一般財団法人ゑしんの里

観光公社の活動に対する補助

*2年度事業内容
。区内の観光関係団体と協力した観光PR活動

・恵信尼 750回忌記念講演会の実施

・ゑしんの里記念館の利用促進

<名 立区>  1,080
【目的】

交流人日の拡大を目指す区内観光団体の活動を支援することにより、観光振興の推進

を図る。

【2年度目標】

観光協会事業入込数 :9,000人 (元年度実績 :5,440人 )

【実施内容】
。名立観光協会補助金 (900)

名立区の観光振興を目指 し活動 している観光協会の事業に対する補助

*2年度事業内容

・5月 上旬   第 34回鮮魚青空せ り市

・8月 2日 (日 )第 43回名立まつ り

。9月 下旬   第 20回名立大鍋まつ り

。その他    特産品販路開拓支援、名立オリジナル名刺の普及 。PR等
。名立区イベン ト交流事業補助金 (180)

友好交流を続けている長野県東御市で開催 される「火のアー トフェスティバル」

への参加に対する補助

*2年度事業内容

・カニ汁、浜焼き、塩乾物等の販売、名立太鼓連中の演奏、名立区及び上越

市のPR
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提  出  課 観光交流推進課

歳出科 目 (P260～ P261) 7款 1項 3日 観光交流費

単位 :千円

高田城址公園観桜会など当市を代表するイベン トを各実行組織と連携 して開催 し、市民の

地域への誇 りと愛着、一体感を育み、多様な交流機会の創出と市内経済の活性化につなげる。

○観桜会事業  62,786
【目的】

市民が待ち望んだ春を謳歌し、旅行者も含めてその喜びを分かち合う当市の春を象徴す

る催しである「高田城址公園観桜会」を開催することにより、市民の地域への誇りと愛着

を高めるとともに、交流人日の拡大と市内経済の活性化を図る。

【2年度目標】

入込数の実績及び目標 (単位 :人 )

29破 304F爆韮 癬 2破   (目序動

入込数 1,327,000 884,000 と,205,000 1,210,000

【実施内容】
。開 催 日

・会  場
。事業主体

・事業内容

○上越まつり事業  44,027
【目的】

歴史と文化が息づく祭 り、高田・直江津紙園祭及び謙信公祭を開催することにより、地

域への誇りと愛着、一体感を育み、交流人日の拡大と市内経済の活性化を図る。

【2年度目標】

29年度 30左瞬爆蓋 溝 度 2破   (目 移9

高田地区 89,500 143,600 142,000 140,000

直江津地区 200,000 202,000 196,000 200,000

春 日地区 149,600 151,700 153,900 115,000

4月 1日 (水)～ 15日 (水 )

高田城址公園

上越市、公益社団法人上越観光コンベンション協会、上越商工会議所

観桜会ノくレー ド、ばんばり設置、会場内・桜・西堀橋のライ トアップ、

さくらステージイベント、花火、シャトルバス運行等

※公園名称の「高田城址公園」への変更に合わせ、イベン ト名称を「高田

城址公園観桜会」に変更する。

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    裏交

イベン ト推進費 118,777 108,321 5,456

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料

財産収入

一般財源

986

14,356

98,435

報酬

需用費

委託料

324

64

5,328

使用料及び賃借料   453

負担金補助及び交付金

107,589

入込数の実績及び 目標
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【実施内容】

・直江津・高田紙園まつ りの開催

(高 田、直江津地区)7月 23日 (木・祝)～ 29日 (水 )

民踊流 し、みこしの川下 り、花火大会、御鎖米奉納、小中学校マーチングパ レー ド

などを行 う。

・謙信公祭の開催

(春 日地区)8月 21日 (金)年23日 (日 )

狼煙上げ、みこし巡行、出陣行列、川中島合戦の再現などを行 う。

・事業主体 上越まつ り委員会 (公益社団法人上越観光コンベンション協会、高田祇園

まつ り奉賛会、直江津紙園祭協賛会、謙信公祭協賛会)

○上越蓮まつり事業  3,312
【目的】

市民が「東洋一」と語 り伝えてきた歴史や、蓮に対する市民の誇りや愛着を大切にしな

がら、イベントとしての魅力向上を図り、交流人口の拡大と市内経済の活性化につなげる。

【2年度目標】

入込数の実績及び目標 (単位 :人 )

29年度 36年度 元年度 2年度 (目 標 )

延べ入込数 190,000 195,000 198,000 198,000

開催期間 7/21-8/15 7/21-8/15 7/20-8/25 7/18-8/23

日 数 26日 間 26日 間 37日 間 37日 間

内容】実施【

。開 催 日

・会  場
。事業主体
。事業内容

7月 18日 (土)～ 8月 23日 (日 )

高田城址公園ほか

上越蓮まつ り実行委員会

はすまつ り茶会や観光ボランティアによる「蓮」のガイ ド、俳句 。短歌

の会、物産コーナー、はす麺の販売コーナーのほか、高田本町商店街ヘ

の周遊企画など多彩な催 しを行 う。

」R東 日本新潟支社管内、えちご トキめき鉄道、北越急行の車両に中吊

リポスターを掲出する。

令和 3年 2月 上旬

金谷山スキー場、高田本町商店街ほか

レル ヒ祭実行委員会

一本杖スキー・雪中行軍 。現代スキーのデモンス トレーションや レル ヒ

検定によるスキー文化の伝承を始め、雪中宝探 しやスノーモー ビル体験、

ステージイベン トなど、雪国文化を楽 しむイベン トを実施する。また、

○レルヒ祭事業  3,652
【目的】

「日本スキー発祥の地 。上越市」を広く発信するとともに、雪国の暮らしや文化など地

域の魅力を楽しみ、伝える機会とし、冬季の交流人口の拡大につなげる。

【2年度目標】

入込数の実績及び目標                       (単 位 :人 )

29年度 30年度 元年度 2年度 (目 標 )

入込数 24,000 26,000 8,100 26,000

【実施内容】

・開 催 日

・会  場
。事業主体

・事業内容
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高田本町商店街においても食を中心 とした関連イベン トを実施 し、金谷

山と市街地との連携を図る。
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提  出  課 施設経営管理室

歳出科 目 (P260～ P261) 7款 1項 3目 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

直江津屋台会館管理運営費 3,630 3 999 △ 369

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料

財産収入

一般財源

440

128

3,062

報酬

需用費

役務費

307

1,787

56

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

1,142

55

283

・
【目白勺】

直江津祗園祭の屋台を保管するとともに、貸館施設としての利用促進や観光情報の発信

を行い、伝統文化の保存と地域の活性化を図る。

【2年度目標】

利用実績及び目標 (単位 :人 )

年 度 29年度 30年度
元年度

(1月 末現在 )

2年度

(目 標 )

利用者数 8,574 23,798 9,660 10,000

【実施内容】
。報 酬 307(会計年度任用職員報酬 )

・需用費 1,787(消耗品費、電気料金、ガス料金、水道料金、営繕修繕料)

。役務費 56(電話料)

。委託料 1,142(讐備、電気保安、建築設備定期点検等)

・使用料及び賃借料 55(エアコン借上料、下水道使用料)

・工事請負費 283(南側入口扉改修工事)

【施設の概要】

・所 在 地

・設  置
。構  造

・面  積

・管  理

・利用形態

内容施 設

西本町 4丁 目 18番 12号

平成 6年度

鉄骨造平屋建て

イベン トホール、広場、保存・展示庫

延床 1,489,26ポ

直営

直江津祗園祭屋台の保管、貸館施設
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歳出科 目 (P262～ P263) 7款 1項 3目 観光交流費

単位 :千円

【目的】

恵まれた自然環境の中で健全な余暇活動の場を提供できるよう、金谷山スキー場や上越

市バイシクルモ トクロス場 (BMX場 )を含む金谷山公園を適切に管理 し、誘客促進を図

る。

【2年度目標】

利用実績及び目標 (単位 :人 )

年 度 29年度 30年度
元年度

(1月 末現在 )

2年度

(目 標 )

ボブスレー利用者数 16,936 1 3 1 9 1 15,035 14,500

スキ▼ リフ ト利用者数 2,537 1,263 0 1,300

BMX場 コース利用者数 1,037 1ぅ 624 1,841 1,800

【実施内容】

・報 酬 870(会計年度任用職員報酬)

。旅 費 32(会計年度任用職員費用弁償 )

。需用費 7,305(辛肖耗品費、燃料費、光熱水費、修繕料 )

・役務費 95(ゲレンデ整備車賠償責任保険料等)

・委託料 29,231(施設管理、索道及びボブスレー業務 )

。使用料及び賃借料 1,993(圧 雪車借上料、土地借上料等)

。原材料費 77(諸資材費)

・負担金補助及び交付金 176(北陸信越索道協会負担金等)

【施設の概要】

○金谷山スキー場

・所 在 地  大学大貫 595番地 2

・設  置  昭和 56年度

・施設内容  コース :4本、最長滑走距離 780m

リフ ト:シ ングル 1基

管理棟 :鉄筋コンクリー ト2階建て 58.00ポ

監視所 :木造 1階建て 6.55ポ、木造 1階建て 3.27だ
公衆 トイ レ :鉄筋コンクリー ト1階建て 21.38ポ 、

本造 1階建て 28.23だ

事 業 名 本 年 度 前 年 度 〉ヒ    車交

金谷山公園管理運営費 39ぅ 779 45,488 △ 5,709

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料

諸収入

一般財源

4,260

272

35,247

報酬

需用費

役務費

870

7,305

95

委託料      29,231

使用料及び賃借料  1,993

負担金補助及び交付金 176
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。営業期間

・管  理

・利用形態

1月 中旬～3月 中旬 (シーズン中は無休 )

運営業務委託

公園施設

O金谷山スーパーボブスレー

・所 在 地  大字大貫 595番地 2

・設  置  昭和 56年度

・施設内容  コース :1本、延長 450m
e営業期間  4月 下旬～10月 31日 までの土曜 。日曜・祝 日、夏休み期間

・管  理  運営業務委託
。利用形態  公園施設

※令和 2年度から営業 日を上曜・ 日曜・祝 日・夏休み期間とする。

○上越市BMX場
。所 在 地

・設  置

・施設内容

・営業期間
ざ管  理

・利用形態

大宇大貫 698番地 1

平成 10年度

コース :延長約 350m

休憩施設 :鉄筋コンクリー ト2階建て 26.39だ

公衆 トイレ :木造 l階建て 34.78だ
4月 下旬～10月 31日 までの土曜 。日曜・祝日

直営

公園施設
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歳出科 目 (P262～ P263) 7款 1項 3日 観光交流費

単位 :千円

【目的】

安全安心に利用できる通年型ヅゾート施設として雪だるま高原施設を計画的に整備する。

【2年度目標】

雪だるま高原施設を適切に維持管理し、受入環境の向上を図るとともに、施設の瑕疵に

起因する重大事故の発生をゼロとする。

【実施内容】

・需用費 29,948(ク ワンドリフ ト索輪・握索機・押送部分関連部品、圧雪車基本整備、

圧雪車修繕、一般修繕等)

・役務費  1,091(Wi一 Fi回線使用料、除雪機車検手数料、ばい煙濃度測定手数料)

・委託料   354(建築防火設備定期点検 )

・使用料及び賃借料 1,454(AED機器借上、除雪重機借上)

。工事請負費 51,776(第 1ク フッドリフ ト索受装置整備工事、第 3ペアリフ ト索受装

置整備工事等)

・備品購入費 2,783(久 比岐野電話交換機更新)

【施設の概要】

・所 在 地

・設  置
。施設内容

。管  理

・利用形態

安塚区須川地内

平成 2年度

スキー場

ゲレンデ面積 48ha

索道施設 ゴン ドラ :1基 (6人乗 り、全長 2,900m)

リフ ト:4基 (2人乗 り2基、4人乗 り2基、全長 3,800m)

宿泊施設 コテージ :50室 (定員 300人 )

久比岐野 :和室 7室、洋室 8室 (定員 60人 )

温浴施設 ゆきだるま温泉 「雪の湯」

体験施設 ふれあい昆虫館 :鉄筋コンクリー ト造 2階建て

(1階 :雪室、2階 :ふれあい昆虫館)

棚田動植物公園 :エ リア面積 2ha

菱ヶ岳グリーンパーク :エ リア面積 24ha

指定管理

日帰 り及び宿泊施設

事 業 名 本 年 度 前 年 度 〉ヒ    屯交

雪国文化村 リブー ト推進事業 87,406 115,007 △ 27,601

主 な 財 源 主 な 経 費

市債

一般財源

26,800

60,606

需用費

役務費

委託料

29,948

1,091

354

使用料及び賃借料

工事請負費

備品購入費

1,454

51,776

2,783
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歳出科 日 (P262～ P263) 7款 1項 3日 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 >ヒ    車交

浦川原霧ヶ岳温泉ゆあみ管理運営費 4,160 3,548 612

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 4,160 需用費

役務費

委託料

313

53

1,650

使用料及び賃借料

工事請負費

701

1,443

【目的】

体止施設を適切に維持管理するとともに、霧ヶ岳登山や地域のイベント等に、屋外 トイ

レ、駐車場を有効利用する。

【実施内容】

・需用費 313(消耗品費、電気料金、水道料金、修繕料 )

・役務費 53(浄化槽検査手数料、地下タンク廃止届申請手数料)

・委託料 1,650(施設管理、浄化槽維持管理、除排雪作業等)

・使用料及び賃借料 701(土地借上料等 )

。工事請負費 1,443(地下タンク廃止・撤去工事、高圧電気使用廃止工事、公園 トイレ

電源引込工事)

【施設の概要】
。所 在 地
。設  置

構  造

・施設内容

・面  積

・管  理

・開設期間

・利用形態

浦サ|1原 区小谷島 1217番地 1

本館 :平成 4年度

新館 :平成 5年度

本館 :木造―部鉄筋コンクリー ト造

新館 :木造 2階建て

本館、新館  ※平成 29年度から休止

その他附属施設 :遊歩道、 トイ レ棟

延床 1,612.5ポ (本館 1,260,Or、 新館 352.5雷 )

直営

遊歩道、 トイレ棟 4月 下旬～11月 中旬

公園施設
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歳出科 目 (P262～ P263) 7款 1項 3目 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 比  較

大島庄屋の家管理運営費 24,184 25,472 △ 1,288

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料

財産収入

諸収入

4,445

12,752

市債

一般財源

2,800

4,174

需用費

役務費

委託料

11,501

741

11,464

使用料及び賃借料

負担金及び交付金

公課費

【目的】

豊かな自然 と日本の原風景、そこに生きる人々の暮 らしや文化をいかした「体験型観光」

の受入れを推進することにより、者ll市部の住民と地域住民との交流を促進 し、地域経済の

活性化を図る。

【2年度目標】

利用実績及び目標 (単位 :人 )

年 度 29年度 30年度
元年度

(1月 末現在 )

2年度

(目 標 )

利用者数 4,549 4,522 3,299 4,300

1,260 1,402 1,078 1,300

3,289 3,120 2,221 3,000

【実施内容】

・旅 費 34(営業活動旅費)

・需用費 11,501(消耗品費、燃料費、電気料金、水道料金、修繕料、賄材料費)

。役務費 741(電話料、クリーニング代、保険料等)

。委託料 11,464(施設管理運営、総合汚水処理施設維持管理等)

。使用料及び賃借料 367(複写機借上料、機械借上料等)

・負担金補助及び交付金 29(食品衛生協会負担金等 )

・公課費 48(自 動車重量税 )

【施設の概要】

・所 在 地
。設  置

構  造

・施設内容

大島区田麦 1096番地 2

宿泊棟 :平成 3年度

体験棟 :平成 5年度

宿泊棟 :鉄筋コンクリー ト造 2階建て

体験棟 :木造一部 2階建て

宿泊棟 :和室 7室、食堂、浴室 2室

体験棟 :調理体験室、広間、座敷、奥座敷

延床 967.07ポ (宿泊棟 711.56ポ、体験棟 255.51ポ )

直営

日帰 り及び宿泊施設

積

理

態形用

面

管

利
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歳出科 日 (P262～ P265) 7款 1項 3日 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 比  較

牧ふるさと村 自然 と憩の森管理運営費 2,449 2,370 79

主 な 財 源 主 な 経 費

諸収入

市債

一般財源

460

1,200

789

需用費

役務費

委託料

864

51

1,515

使用料及び賃借料 19

【目白勺】

豊かな自然と田舎の生活文化に触れる憩いの場を提供することにより、交流人日の拡大

と地域の活性化を図る。

【2年度目擦】

利用実績及び目標 (単位 :人 )

年 度 29年度 30年度
元年度

(1月 末現在)

2年度

(目 標 )

利用者数 6,007 5,614 6,676 6 000

【実施内容】
。需用費 864(電気料金、水道料金、修繕料)

・役務費 51(電話料、浄化槽検査)

・委託料 と,515(施設管理、浄化槽維持管理、消防設備点検、建築設備定期点検 )

。使用料及び賃借料 19(内線電話配線共架料、テ レビ受信料 )

※平成 27年度から「ふるさとアピール館」を休止 しているが、地元団体から、イベン ト

や地域の交流事業などでの施設使用希望があり、平成 30年度から施設の一部の使用を

許可している。

【施設の概要】
。所 在 地
。設  置
。施設内容

牧区池舟 2番地

昭和 53年度

ふるさとの家 :木造 2階建て

ふるさとアピール館 :木造 2階建て  ※平成 27年度から休止

延床 631.81ピ (ふるさとの家 214.5だ 、おぁるさとアピール館 417。 31ピ )

直営

体験研修施設

積

理

態形用

面

管

利
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歳出科 目 (P264～ P265) 7款 1項 3日 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度
"ヒ

    車策

牧ふれあい体験交流施設管理運営費 3,038 5,423 △ 2,385

主  な  財  源 主 な 経 費

諸収入

市債

一般財源

105

1,400

1,533

需用費

役務費

委託料

1,053

44

1,703

使用料及び賃借料   238

【目的】

地域の特性及び資源を活用 した体験型観光施設 として、都市部の住民との交流促進を図

る。

【2年度目標】

利用実績及び目標 (単位 :人 )

年 度 29年度 80年度
元年度

(1月 末現在)

2年度

(目 標)

利用者数 4,392 4,031 2,005 3,000

【実施内容】

・需用費 1,053(消耗品費、燃料費、電気料金、水道料金、修繕料 )

。役務費 44(電話料 )

・委託料 1,703(施設管理、ボイラー保守点検、消防設備点検、建築設備定期点検)

・使用料及び賃借料 238(除雪機借上料、LPガス供給設備借上料、集落排水使用料、

テレビ受信料)

【施設の概要】

・所 在 地

・設  置

・構  造

・面  積

・管  理

・利用形態

内容施 設

牧区原 991番地

平成 H年度

木造 2階建て

研修室 1室、ミーティングルーム 1室、体験調理室 。実習室 1室、

ホール 1室、ふれあい広場

延床 568,34ポ

直営

研修集会施設
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歳出科 目 (P264～ P265) 7款 1項 3目 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 〉ヒ    車交

道の駅よしかわ杜氏の郷管理運営費 7,047 6,409 638

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料

財産収入

諸収入

10

131

182

市債

一般財源

3,100

3,624

需用費

役務費

委託料

2,962

82

3,735

使用料及び賃借料

原材料費

負担金補助及び交付金

33

47

【目白勺】

道の駅として施設を訪れる観光客等の「休憩場所の確保」と「利用しやすい環境整備」

を行うとともに、地域の特産品や観光情報を発信することにより、交流人口の増加と地域

の活性化を図る。

【2年度目標】

利用実績及び目標 (単位 :人 )

年 度 29年度 30年度
元年度

(1月 末現在 )

2年度

(目 標 )

利用者数 61,778 64,881 61,498 68,000

【実施内容】

・需用費 2,962(消耗品費、電気料金、水道料金、修繕料)

・役務費 82(Wi一 Fi回線等使用料)

・委託料 3,735(施設管理、消防設備点検 )

・使用料及び賃借料 188(農業集落排水使用料)

。原材料費 33(諸資材 )

・負担金補助及び交付金 47(道 の駅連絡会負担金 )

【施設の概要】

・所 在 地

・設  置

・施設内容

・管  理

・利用形態

吉川区杜氏の郷 1番地

平成 15年度

情報発信施設 (木造 218.14∬ )

公衆 トイレ (木造 69,71♂ )

駐車場 265台
直営

特産品販売等施設
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歳出科 目 (P264～ P265) 7款 1項 3日 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

坊ヶ池周辺施設管理運営費 4 295 4,551 △ 256

主 な 財 源 主 な 経 費

諸収入

市債

一般財源

631

1,300

2,364

需用費

役務費

委託料

1,875

54

1,973

使用料及び賃借料   393

【目的】

休止施設を適切に維持管理するとともに、地元団体が、交流事業などで施設を安全に使

用できる状態を確保する。

【実施内容】

・需用費 1,875(消耗品費、燃料費、電気料金、水道料金、修繕料)

・役務費 54(電話料 )

・委託料 1,973(消 防設備点検、屋根雪等除雪、浄化槽維持管理等)

。使用料及び賃借料 393(除雪重機借上料、敷地借上料)       .
※山荘京ヶ岳、フォークハウス湖畔は、平成 29年度から休上 しているが、地元団体から、

イベン トや地域の交流事業などでの施設使用希望があり、山荘京ヶ岳新館の一部 (大

広間・厨房)の使用を許可している。

【施設の概要】

・所 在 地

・設  置

構  造

・施設内容

・面  積

・管  理

・開設期間

・利用形態

清里区青柳 3438番地

山荘京ヶ岳 本館 :平成 2年度

山荘京ヶ岳 新館 :平成 6年度

フォークハウス湖畔 :平成元年度

山荘京ヶ岳 本館 :本造 2階建て

山荘京ヶ岳 新館 :木造 2階建て (地下 :鉄筋コンクリ
=卜

造)

フォークハウス湖畔 :鉄筋コンクリー ト造 3階建て

山荘京ヶ岳 本館、新館  ※平成 29年度から休止

フォークハウス湖畔  ※平成 29年度から休止

坊ヶ池湖畔公園 炊事場・ トイレ

延床 1,903.39ポ (本館 499,44ポ、新館 1,086.05だ 、湖畔 867.9ピ )

直営                イ

坊ヶ池湖畔公園 4月 下旬～10月 31日

公園施設
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歳出科 目 (P264～ P265) 7款 1項 3日 観光交流費

単位 :千円

事    業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    較

シーサイ ドパーク名立管理運営費 10,936 11,lo7 △ 231

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料  3,849

県支出金       500

財産収入       50

1

1

1

一般財源 6,537 報酬

旅費

需用費

5,522

174

3,652

役務費

委託料

使用料及び賃借料

211

742

589

【目的】

名立区の自然をいかした余暇活動や心身の健康の保持及び増進の場として、当施設を適

切に維持管理し、周辺施設を含めた利用客の増加を促す。

【2年度目標】

利用実績及び目標 (単位 :人 )

年 度 29年度 30年度 元年度
2年度

(目 標)

利用者数 13,443 11,695 14,755 13,300

【実施内容】

・報 酬 5,522(会 計年度任用職員報酬)

。旅 費 174(会計年度任用職員費用弁償)

。需用費 3,652(消耗品費、燃料費、電気料金、水道料金、修繕料)

。役務費 211(電話料、浄化槽検査、車検基本ッ煮検料等)

・委託料 742(浄化槽維持管理、受水槽清掃点検等)

・使用料及び賃借料 589(土地借上料、券売機借上料、ユニットハウス借上料等)

。公課費 46(自 動車重量税 )

【施設の概要】

・所 在 地

・設  置

・施設内容

・面  積

・営業期間

・管  理

・利用形態

名立区名立小泊 798番地 1

平成 5年度

ビッグボブスレー :全長 470m  ローラースライダー :全長 190m

アスレチック :.木製 15基  芝生広場 :1,200∬

展望台 :木造 地下 1階 。地上 2階建て 299.42∬

バーベキューハウス :木造平屋建て 78.67ポ

パーゴラデッキ付休憩棟 :木造平屋建て 216.37だ

管理棟 :木造平屋建て 132.2ポ 等

糸守35ha

4月 下旬～10月 31日 の土曜 。日曜・祝 日

※夏休みは金～日曜・祝 日。ただし、お盆期間の一週間は無休

直営

公園施設
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歳出科 目 (P264～ P267) 7款 1項 3日 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    較

光ヶ原高原観光総合施設管理運営費 9,228 10,245 △ 1,017

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料

諸収入

市債

396

100

5,400

一般財源 3,332 需用費

役務費

委託料

1,430

403

6,468

使用料及び賃借料   927

【目的】

自然環境をいかした余暇活動の場を提供 し、光ヶ原高原、関田山脈の魅力を伝えるとと

もに、信越 トレイルのビジターセンターとしての利用を促進することにより、地域の活性

化を図る。

【2年度目標】

利用実績及び目標 (単位 :人 )

年
・度 29年度 30年度 元年度

2年度

(目 標)

利用者数 22,814 15,647 15,745 18,000

【実施内容】

・需用費 1,430(消耗品費、燃料費、印刷製本費、電気料金、修繕料)

。役務費 403(電話料、浄化槽検査手数料、水質検査手数料)

・委託料 6,468(施設管理運営、浄化槽管理、除草等)

・使用料及び賃借料 927(用水使用料、施設用地借上料、テレビ受信料)

【施設の概要】

・所 在 地

・設  置
。構  造

・施設内容

・面  積

・営業期間

・管  理

・利用形態

板倉区関田 4046番地 2

昭和 63年度

グリーンパル光原荘 :木造一部鉄骨造 2階建て

光ヶ原高原センター :鉄筋コンクリー ト造 2階建て

グリーンパル光原荘 :客室 7室、体憩室 2室、シャワールーム

キャンプ場 :バンガロー (木造 4棟 )、 テン トサイ ト (10箇所 )、

野外 トイレ (1棟 )、 炊事場 (1箇所)ほか

光ヶ原高原センター :ト イレ、休憩スペース

29,77ha

6月 上旬～ 10月 31日

直営

グリーンパル光原荘 :日 帰 り及び宿泊施設

光ヶ原高原センター :休憩施設
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提  出  課 観光交流推進課

歳出科 目 (P266～ P267) 7款 1項 3目 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度
"ヒ

    較

観光企画費 59,223 61,280 △ 2,057

主 な 財 源 主 な 経 費

国庫支出金

諸収入

一般財源

20

58,274

旅費

需用費

役務費

1,468

10,872

697

委託料       33,521

負担金補助及び交付金

10,643

上越市観光交流ビジョンに掲げた将来のありたい姿などを、市民や事業者などと共有しな

がら、観光 PRや旅行者の受入環境の整備など、様々な取組を一体 となつて進めることによ

り、一年を通 じて楽 しい交流が生まれる観光地域づくりを推進する。

[新]○観光地域づくり実践事業  2,059
【目的】

市民や観光関係者が自らできることを考え、実践 しながら、来訪者 との交流を楽しむこ

とのできる観光地域づくりを進める。

【2年度 目標】

当市の観光をけん引する担い手の一層の活躍 と、互いに連携を深めることによる新たな

取組への展開を図る。

【実施内容】

・観光に意欲的に取 り組む市民や事業者が取組に役立っ知識や技術を習得 し、担い手同

士の横のつながりを築く場として 「観光地域づくり実践未来塾」を開講する。

・市民自らが当市の魅力を発信 しようとする気運を高めるため、SNSを 活用 した「フ

ォ トコンテス ト」を実施する。

[新]○城下町高田レンタサイクル事業  45
【目白勺】

来訪者が自転車でまちを巡ることができる環境を整備することにより、街なか回遊荏見光

を促進する。

【2年度目標】

利用実績などをもとに、今後の回遊性を高める施策の検討につなげる。

【実施内容】
・高田地区において、実証実験としてレンタサイクル事業を行 う。

○インバウン ド推進事業  6,785
【目的】

外国人旅行者の誘客に向けて、効果的で質の高い情報を発信するとともに、受入態勢の

整備を推進することにより、市内事業者や市民の地域への誇 りや愛着の醸成及び地域経済

の活性化につなげる。
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【2年度 目標】

市内の観光事業者が自らも楽 しみながらインバ ウン ドの推進に取 り組むことを促す とと

もに、当市の観光資源を広く発信 し、外国人旅行者の誘客を図る。

【実施内容】

[充](1)上越市インバウン ド推進事業補助金 (1,500)

・市内の観光事業者が実施する外国人旅行者の受入態勢の整備などの事業に要する

経費の一部を補助する。新たに多言語翻訳機の購入費を補助対象とし、外国人旅

行者 と積極的にコミュニケーションを図 り、地域の魅力を伝えようとする事業者

のH文組を支援する。

[新](2)ノ ベアレティシールの作成  (500)
・上越市滞在のお土産として、また商談会での PRな どに活用するため、上越市を印

象付けるデザインのノベルティシールを作成する。

(3)上越市クレジットカー ド移動型利用端末機等導入費補助金 (1,000)

・市民や国内外から訪れる旅行者の利便性の向上を図るため、タクシー事業者が行

うクレジン トカ~ド端末機等の導入を支援する。

14)多言語観光パンフレット「JOETSU TRIP」 の更新 (3,154)

・外国人に対 して情報を発信するため、多言語観光パンフレット (英語、簡体字、繁

体宇、韓国語)を更新・印刷する。

15)展示会出展 (398)

。国 内最 大 規 模 の展 示 会 で あ る、「VISIT 」APAN トラベ ル &MICEマ
ー ト」へ出展 し、上越市をPRする。

(6)そ の他事業関係費 (233)

○観光営業事業  2,548
【目的】

姉妹者下市、交流都市及び広域連携など自治体間の協力や、旅行事業者などとの連携によ

る観光 PRを通じて誘客を促進 し、地域経済への波及効果を高める。

【2年度 目標】              ・

市内外で開催 されるイベン トや商談会などの機会を通じて、集客イベン トヘの誘客に向

けたPRを行 うとともに、令和元年度に作成 した観光PR動画を活用 し、時季に応 じた市

内の見どころや体験プログラムに関する情報を発信する。

【実施内容】

公益社団法人上越観光コンベンション協会及び市内事業者と連携 し、当市への観光誘客

に向けた取組を行 う。

(1)首都圏・関西圏での観光営業活動及び姉妹都市や北陸新幹線沿線 自治体等での観光

PR活動等 (1,007)

。県観光協会等が主催する観光商談会や観光 PRイベントヘの参力日

・ 」Rの新潟県・庄内エリアデスティネーションキャンペーン (DC)の アフターD
Cに係 るPR等の実施

・関西圏の旅行事業者等への営業活動の実施

・姉妹都市や北陸新幹線沿線自治体、集客プロモーションパー トナー都市などで開催

される集客イベン トでの観光 PR活動

2)観桜会における観光PR活動 (321)

・ JR東日本が運行する臨時列車 「高田お花見号」利用客への観光 PR
・姉妹都市や集客プロモーションパー トナー都市との連携による観光 PRブースの設

置
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131 上越妙高駅新幹線改札前 PRスペースでの情報発信 (203)

・ 」R東 日本が情報発信拠点として整備 したスペースを活用 し、駅利用者に対 し当市

の集客イベン トや観光素材をPR
14)観光 PR用品の購入及びその他事業関係費 (1,017)

○各種団体等 との連携事業  5,654
【目的】

県内外の自治体や観光事業者 と連携 し、情報収集や共同事業を実施することにより誘客

を促進する。

【2年度 目標】

令和 2年度は新潟県・庄内エ リアデスティネーションキャンペーン (ア フターDC)が実

施されることから、県内外の自治体や観光事業者と連携 した取組を進める。

【実施内容】

(1)ほ くほく線沿線地域振興連絡協議会負担金 (1,217)

・団体の目的

ほくほく線の利用促進を図ることにより、沿線地域の発展に寄与する。

・団体の活動

沿線地域への誘客に向けた営業活動、沿線情報誌の発行、フェイスブックの運用、

案内看板の維持管理など

(2)公益社団法人 新潟県観光協会負担金 (1,803)

・団体の目的

観光に関する調査研究、観光情報の提供、誘客宣伝活動等の観光振興に関する事業

を行い、新潟県経済の持続的な発展 と県民が誇 りと愛着を持つことができる活力に

満ちた地域社会づ くりの実現に寄与する。

・団体の活動

観光に関する調査研究、ホームページによる観光情報の提供、商談会や観光 PRイ
ベン トの開催など

131 新潟県国際観光テーマ地区推進協議会負担金 (150)

・団体の目的

新潟県内への外国人旅行者誘致に必要な事業を行 う。

・団体の活動

広域誘客活動推進事業、旅行商品造成事業、受入態勢整備事業など

14)にいがたスキー100年委員会負担金 (166)

・団体の目的

スキー場のイメージアップを図るために必要な情報を発信することにより、県内

のスキー観光の振興と地域の活性化に寄与する。

・団体の活動

スキーに係る基礎情報の整備、各種メディアを活用 した情報収集・情報発信など

15)上信越ふるさと街道協議会負担金 (10)

・団体の目的

長野県・群馬県 。新潟県にまたがる各街道沿線の自治体、観光協会、商工会議所、

商工会 との連帯・協調により、地域の活力の造成と振興を図る。

・団体の活動

街道及び関係地域の宣伝、関係地域の交流推進など

俗)北陸新幹線停車駅都市観光推進会議負担金 (400)

・団体の目的
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北陸新幹線の延伸を見据え、停車駅 (延伸後の停車駅を含む)の 13都市 (上越市、

金沢市、高岡市、富山市、黒都市、糸魚川市、飯山市、長野市、上田市、佐久市、高

崎市、小松市、加賀市)が有する観光資源を有効に活用 し、観光の広域的振興を図る

ことにより、当該都市間の交流人口の拡大及びまちの活性化に寄与する。

・団体の活動

構成都市間における観光を通 じた交流を図るための事業、国内外からの誘客推進

事業、広域観光の振興を図るための共同研究など

17)日 本さくらの会負担金 (10)

・団体の目的

国花である「桜」を愛する心を広く国民に呼びかけ、その恒久的な保存、育成及び

普及の方策を研究 し、「桜」による国上の美化や国際親善に寄与する。

,団体の活動

桜の愛護、保全、普及活動や桜の名木、巨木、名所の顕彰と保護など

18)「 うまさぎつしり新潟」観光推進協議会負担金 (983)

・団体の目的

2009年 の新潟県大観光交流年を契機 として構築された官民の連携を一過性で終わ

らせることなく、これまで各地域でなされてきた受入体制を強化 し、持続的な観光地

づくりを進めることにより、本県観光の振興と交流人口の拡大に寄与する。

・団体の活動

県の観光資源の充実 。宣伝、観光情報の収集 。発信、DC事業に係る取組など

0)北アルプス日本海広域観光連携会議負担金 (630)

。団体の目的

北陸新幹線糸魚川駅を中心とした周辺市町村 (上越市、糸魚川市、富山県朝日町、

長野県小谷村 。白馬村・大町市)及び関係団体との広域観光連携を推進する。

・団体の活動

周遊型広域観光商品の開発 と販売促進活動、連携 した情報発信など

位0 関東観光広域連携事業推進協議会負担金 (100)

。団体の目的

関東地域 (新潟県、長野県、福島県を含む)における外国人旅行者の受入環境整備

の推進及び関東の国際的な観光認知度の向上を図る。

・団体の活動

外国人旅行者の誘客のための各種取組 (動態調査、モニターツアー、プロモーショ

ン事業、情報発信、インバウン ドセ ミナー等)

任け 新潟県スキー観光産業振興協議会負担金 (2)

県内のスキー場及び関連する観光産業を振興することにより、地域経済の発展に

寄与する。

・団体の活動

県内のスキーに関する動画配信や各種イベン トでの情報発信、県内スキー場での

スキースクールの実施など

1121 会議等出席旅費等 (183)

○上越地域連携事業  1,200
【目的】

上越地域 3市 (上越市、糸魚川市、妙高市)が連携し、上越地域の魅力の発信やそれら

を活用した広域連携事業の実施により、観光交流人口の拡大を図る。

【2年度目標】
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3市による広域周遊観光に向けた事業を実施 し、当地域への誘客を図る。

【実施内容】                              ・

(1)広域観光パンフレット作成委託料 (1,000)

。上越・妙高広域観光パンフレット「上越・妙高」の作成

121 新潟観光ブラン ド確立支援事業負担金 (200)

。上越 。糸魚川・妙高エ リアの広域観光事業として、3市のサイクリングコースを活用

した事業や冬期間の外国人旅行者による 3市周遊に向けた取組を行 う。

○佐渡広域観光誘客事業  724
【目白勺】

佐渡市・上越市が連携 して、両市を周遊する観光客を増加させることで、小木 。直江津航

路の活性化 と佐渡市 。上越市の観光振興を図る。

【2年度 目標】

・佐渡市と連携 した情報発信や、「佐渡金銀山」の世界遺産の登録推進活動への参画によ

り、周遊観光の促進を図る。
。今後拡大が期待される外国人旅行者オど取 り込むため、「SADO― 」OETSU PA
SS」 を活用 し、海外向けのPRを強化する。

【実施内容】

(1)佐渡市・上越市観光・航路連携協議会負担金 (650)

。小木 。直江津航路の利用を促進するため、佐渡市、佐渡汽船株式会社等と連携 した取

組を行 う。 (県外へのキャンペーン、佐渡市 。上越市の市民の相互送客ツアーヘの補

助)

。今後拡大が期待 される外国人旅行者を市内に取 り込むため、ウェブサイ トを利用 し

た 「SADO― JOETSU PASS」 の PRを行 う。

121 会議等出席旅費 (45)

。佐渡金銀山世界遺産登録推進県民会議総会、「佐渡金銀山」保存・活用行動計画推進

会議など

儒)その他 (29)

。観光キャラバン用消耗品、有料道路使用料

○観光宣伝物作成事業  6,074
【目白勺】

観光に関する情報を効果的に発信し、当市を広くPRすることにより誘客促進を図る。

【2年度目標】

市内の魅力ある観光資源について、市内を周遊するモデルコースと共に、時宜を捉え発

信する。

【実施内容】

(1)各種パンフレット等の作成 (5,421)

名  称 内  容 作成数 予算額

総合パンフレット

[増刷 ]

当市の観光情報を提供 し、各地域への

周遊を促す内容の総合パンフレット
70,000部 4,312

春 日山城跡めぐり

[増刷 ]

春 日山城跡及び周辺を紹介 し、城跡の

散策を促す内容のパンフレント
60,000部 1,109

12)画像編集 ソフ トの購入 (62)

・観光宣伝に必要な素材の編集に使用するためのソフ トウェアの一年間使用する権利

を購入する。
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伯)」 R首都圏主要駅における掲出用ポスターの作成 (349)

・」R首都圏主要駅の「JR業務枠」を活用 し、当市の観光ポスターを掲出することで、

駅利用者へのイベン ト情報の発信及び旅行の動機付けを図る。

14)上田市 。上越市桜まつ リポスター作成委託 (242)

・姉妹都市である上田市と連携 して、ポスターを作成する。

○観光インフォメーション利用環境整備事業  1,422

【目的】

誘客と市内周遊の促進を図るため、当市の総合観光サイ トである「上越観光Navi(ナ
ビ)」 において、イベント告知や時期に応じた観光素材、体験プログラムなどの情報を発信

する。

【2年度目標】

四季の見どころや体験プログラムなどについて魅力的な画像 。映像を多く用いながら紹

介するとともに、サイ トの利便性や操作性の向上に向けた技術的な改修を随時行 う。

【実施内容】

・上越市の魅力や観光の情報を外国人旅行者に正しく伝えるため、人による英語翻訳を

行 う。
・適切にウェブサイ トを運営するための保守・維持管理を行うとともに、利用者の目線

に立ちながらサイ トの利便性の向上のために必要な機能等を検討し、適宜更新を行う。

○謙信公ゆか りの地振興事業  1,602
【目的】

春 日山城 と上杉謙信公を中心とした上越市の魅力をよリー層全国に発信 し、誘客を促進

するとともに、市民の地域に対する愛着の高揚を促す。

【2年度 目標】

上越市埋蔵文化財センターで開催する企画展の入込数 :29,000人 (元年度見込 29,000人 )

【実施内容】
「謙信公の郷振興協議会」への交付金 (1,602)

<協議会の主な事業>,
。「越後上越 謙信公 と春 日山城展」の開催

会場 :上越市埋蔵文化財センター

時期 :通年

内容 :春 口山観光の拠点として、謙信公の生涯を紹介するパネルやゆかりの品の

展示のほか、春 日山城の全容が分かるジオラマや映像などを活用 した展示

・宣伝広告等

上記事業の宣伝活動、誘導看板設置等

○ 「越後上越 上杉おもてなし武将隊」事業  26,078

【目的】

全国的に知名度が高く、当市を代表する戦国の名将 。上杉謙信公を始めとした当市にゆ

か りのある武将等に扮 したスタッフによる観光客の出迎えや観光案内、謙信公の遺徳を後

世に伝えるための伝承・啓発活動を行 う。

【2年度 目標】

春 日山城跡入込数の実績及び目標                 (単 位 :人 )

29年度 30年度 元年度 (見込 ) 2年度 (目 標 )

入込客数 253,920 232,800 262,000 270,000
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【実施内容】

・春 日山城跡や上越市埋蔵文化財センター等で、観光案内や写真撮影などのもてなし活

動を行 う。

・市内外での観光 PRやイベン ト出演などにより、「上杉謙信公のふるさと上越市」を全

国に発信 し、当市の認知度向上を図る。

○灯の回廊事業

【目的】

市民の地域

4,936

への誇 りと愛着、一体感を醸成するとともに冬季の誘客を促進するため、「灯

の回廊」の開催を支援し、上越ならではの冬のイベントとして発信する。

【2年度目標】

入込数の実績及び目標 (単位 :人 )

29年度 30年度 元年度 (見込) 2年度 (目 標 )

入込客数 23,780 28,430 10, 000 28,000

【実施内容】
。当市の冬の一大イベントとして、安塚区、大島区、浦サ|1原区、牧区、高士区、名立区の

雪灯リイベントをつなぎ合わせた一体的なPRを行う。

O信越 トレイル利用促進事業  96
【目的】

豊かな自然や文化・歴史が色濃く残る信越 トレイルコースを活用し、市内への誘客を図

る。

【2年度目標】

信越 トレイルの利用者数 :6,000人 (測定可能な箇所での利用者数の目標値)

【実施内容】
・信越 トレイアレコースと市内観光施設への利用者増加につなげるため、上越観光Nav

i(ナ ビ)等による情報発信を行う。
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歳出科 日 (P266～ P267) 7款 1項 3日 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    較

友好交流促進事業 2,288 4,101 △ 1,813

【目白勺】

海外の姉妹・友好都市との幅広い分野での相互交流により友好親善を促進するとともに、

地域社会の活性化に寄与する。

【2年度目標】                          /
オース トラリア・カウラ市の職員や中国 。大連市旅順日区の児童 ,生徒を受け入れるな

ど、交流の絆を深める。

【実施内容】
。オーストラリア・カウラ市との職員相互交流によるカウラ市職員の受入れ

・中国・大連市旅順口区から児童・生徒の受入れ

・韓国 。浦項市から浦項市立交響楽団の受入れ

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 2,288 報償費

旅費

需用費

８

　

５

　

６

役務費

委託料   ― ―

使用料及び賃借料

538

313

450
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歳出科 目 (P268～ P269) 7款 1項 3日 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

越後田舎体験推進事業 3,013 3,935 、△ 922

主 な 財 源 主 な 経 費

一般財源 3,013 旅費

需用費

委託料

使用料及び賃借料

負担金補助及び交付金

1,742

【目的】

当市の豊かな自然、農山漁村の地域資源とそこに生きる人々の暮らしをいかした体験型

観光を推進し、交流人口の拡大と地域の活性化を図る。

【2年度目標】

情報発信の強化などにより営業活動の充実を図るとともに、受入家庭及びインス トラク

ターを確保 し、受入数 40団体以上、4,000人以上、8,000泊以上とする。

【実施内容】

(1)受入体制の維持・強化に係る取組 (261)

。民泊家庭、受入地域開拓のための周知、勧誘活動等の実施

121 各種営業活動、研修会等への参加 (620)

・首都圏、関西圏域の旅行代理店や学校等を訪問する営業活動の実施

(31 越後田舎体験推進協議会負担金等の支出

・市負担金 (1,719)

※上越市及び十 日町市で負担金を支出 (十 日町市 :1,939千 円)

。会員施設 (大島庄屋の家)負担金 (10)

。新潟県グリーンツー リズム推進協議会参力日費負担金 (13)

阻)越後田舎体験事業での受入れ等に係る消耗品購入 (390)

<越後田舎体験受入数の推移 >

29年度 30年度 元年度 (見込 ) 2年度 (目 標)

団 体 数 43 43 40 40

人 数 (人 ) 3,452 3,966 3,265 4,000

宿泊数 (泊 )
7,657 8,020 6 502 8,000
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名事    業 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    屯交

観光施設等整備事業 118,188 118,505 △ 317

歳出科 目 (P268～ P269) 7款 1項 3目 観光交流費

千 円

【目的】

市内観光施設を適切に維持管理することにより、当市の豊かな自然と歴史文化に触れる

場を提供し、観光誘客と地域振興を図る。

【2年度目標】

各公園や海水浴場等の観光施設を適切に維持管理し、受入環境の向上を図るとともに、

施設の瑕疵に起因する重大事故の発生をゼロとする。

【実施内容】

観光施設の適切な維持管理を行い、利用者の安全`安心の確保及び満足度の向上を図る。

〔合併前上越市〕 79,682
<主な維持管理施設 >
春 日山城跡 (駐車場、公衆 トイレ)、 愛の風公園 (公衆 トイレ)、 愛宕谷公園 (公衆

トイ レ)、 親鸞聖人上陸の地 (駐車場)、 鏡ヶ池公園、前島記念公園、芳沢記念公園

(記念年 )、 寺町駐車場、寺町 3丁 目公衆 トイレ、国分寺駐車場、居多神社前駐車場

(公衆 トイレ)、 南高田駅駐輪場、林泉寺駐車場 (公衆 トイレ)、 浄興寺公衆 トイレ、

高田駅前公衆 トイ レ、直江津駅前公衆 トイレ、西ヶ窪浜公衆 トイ レ、心のふるさと

道、南葉山登山道、なおえつ海水浴場、たにはま海水浴場、谷浜跨線橋、上越妙高

駅観光案内所及び商業施設、直江津駅前観光案内所、高田駅前観光案内所、観光木安

内看板、公衆無線 LAN等
<経費>

・春 日山案内職員人件費、報償費、旅費等 (2,171)

。消耗品費、光熱水費 (8,Hl)

・修繕料 (5,227)

。光回線利用料、広告料、し尿 くみ取 り手数料等役務費 (5,676)

。高田街なかサイン整備委託料 (8,005)

・施設維持管理等委託料 (14,169)
。海水浴場管理及び整備委託料 (30,312)
。機械借上料、土地借上料、事務所借上料等 (5,627)

・諸資材費 (80)

。たにはま海水浴場臨海学校受入整備事業補助金 (300)

。公衆無線 LAN機 器電気料負担金 (4)

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料

国庫支出金

県支出金

535

2,614

4,512

諸収入

市債

一般財源

11,538

4,000

94,976

報酬

需用費

役務費

2,347

18,409

7,060

委託料

使用料及び賃借料

工事請負費

73,777

8,300

1,296
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〔安塚区〕 1,024
<主な維持管理施設 >
直峰城跡 (駐車場、公衆 トイ レ)、 信越 トレイル、観光案内看板等

<経費>
・消耗品費、光熱水費 (30)

・修繕料 (10)

・浄化槽水質検査手数料 (5)

・各公園等管理委託料 (373)

。土地借上料等 (606)

〔大島区〕 88

<主な維持管理施設 >
岩栗運動広場

<経費 >´
。公衆 トイレ浄化槽撤去作業委託料 (88)

〔牧区〕 738

<主な維持管理施設 >
弘法清水 自然公園、信越 トレイル接続道 (宇津俣峠)、 観光案内看板

<経費>
・消耗品費、光熱水費 (38)

・弘法清水自然公園水質検査手数料 (139)

・各公園等管理委託料 (485)

・土地借上料 (76)・

〔柿崎区〕 10,220
<主な維持管理施設 >
柿崎中央海水浴場 (駐車場、公衆 トイレ)、 大出日公園 (公衆 トイ レ)、 坂田池園地

(駐車場、遊歩道、公衆 トイ レ)、 米山登山道、下牧休憩施設、上下浜温泉源泉施設、

観光案内看板等

<経費>
・消耗品費、光熱水費 (912)

・修繕料 (788)

。し尿 くみ取 り手数料等 (758)

。観光施設清掃・整備委託料 (1,120)

・各公園等管理委託料 (249)

・公衆 トイレ浄化槽及び清掃維持管理委託料 (269)

。海岸清掃・整備委託料 (973)

・海水浴場事業委託料 (4,396)

。土地借上料 (317)

・施設整備工事 (411)

・諸材料費 (27)
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〔大潟区〕 8,258
<主な維持管理施設>
鵜の浜海水浴場 (鵜の浜海岸、公衆 トイ レ)、 人魚伝説公園、観光案内看板等

<経費>
。消耗品費、光熱水費 (348)

・修繕料 (249)

。し尿 くみ取 り手数料 (244)

。観光施設清掃 。整備委託料 (89)

。海岸清掃 。整備委託料 (644)

。海水浴場事業委託料 (3,872)

・土地借上料 (347)

・下水道使用料 (95)

・施設整備工事 (885)

[新 ]・ 鵜の浜温泉 6号井ポンプ購入補助金 (1,485)

〔頸城区〕 7,923
<主な維持管理施設 >
大池いこいの森 (キ ャンプ場、遊歩道、駐車場、公衆 トイレ、案内看板等)

<経費>
・消耗品費、光熱水費 (334)

・修繕料 (90)

。し尿 くみ取 り手数料等 (202)

・各公園等管理委託料 (2,092)

・公衆 トイ レ浄化槽及び清掃維持管理委託料 (81)

・土地借上料 (563)

・集落排水使用料 (73)

・諸資材費 (20)

。踏み荒 し補償料 (88)

[新]。 大池いこいの森施設運営補助金 (4,380)

〔吉川区〕 1,346
<主な維持管理施設>
長峰池公園 (駐車場、公衆 トイ レ、遊歩道)、 尾神岳遊歩道、観光案内看板等

<経費>
・消耗品費、光熱水費 (■ 4)

・修繕料 (73)

・浄化槽水質検査手数料 (18)

・各公園等管理委託料 (701)

・公衆 トイ レ浄化槽及び清掃維持管理委託料 (202)

・土地借上料 (185)

・諸資材費 (53)
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〔中郷区〕 6,018
<主な維持管理施設 >
泉縄文公園 (駐車場、公衆 トイレ)、 桜並木、松ヶ峯温泉源泉施設、松ヶ峯公衆 トイ

レ

<経費>
・維持管理人件費等 (738)

・消耗品費、光熱水費 (1,574)

。修繕料 (50)

・浄化槽水質検査手数料 (9)~ 
・各公園等管理委話料 (3,358)

・公衆 トイレ浄化槽及び清掃維持管理委託料 (131)

・土地借上料 (144)

。下水道使用料 (14)

〔板倉区〕 2,003

<主な維持管理施設 >
箕冠城址公園、聖の窟、玄藤寺湖畔公園、信越 トレイル接続道 (光 ヶ原、筒方峠、

久々野峠)、 観光案内看板等

<経費>
・消耗品費、燃料費、光熱水費 (222)

。修繕料 (45)

・浄化槽水質検査手数料 (9)

・施設管理委託料 (235)

・観光施設清掃・整備委託料 (502)

・各公園等管理委託料 (582)

。公衆 トイレ浄化槽及び清掃維持管理委託料 (258)

。土地借上料 (150)

〔清里区〕 561

<主な維持管理施設 >

信越 トレイル接続道 (梨平峠)

<経費 >
。修繕料 (194)

・観光施設清掃 。整備委託料 (367)

〔三和区〕 327
<主な維持管理施設 >
東都緑地公園、観光案内看板等

<経費 >
・施設管理委託料 (224)

。土地借上料 (103)
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歳出科目 (P268～ P269) 7款 1項 3目 観光交流費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車変

観光施設等管理事業 286,172 329,595 △ 43,423

【目的】

当市を訪れる観光客に安らぎと憩いの場を提供し、市内での長期滞在を促すことにより、

市民との交流の促進や域内消費の拡大につなげ、地域の活性化を図る。

【2年度目標】

利用実績及び目標 (単位 :人 )

年 度 29年度 30年度
元年度

(1月 末現在)

2年度
(目 標 )

利用者数

(施設数)

936,030

(15施設 )

959,602

(15施設)

744,979

(15施設 )

930,416

(15施設 )

【実施内容】
。所管する施設の有効活用に関し、民間活力の活用に向けた取組に要する経費

・指定管理者制度導入施設の管理運営費 (15施設 )

五智歴史の里会館、リフレッシュビレッジ施設 (く わどり湯つた り村、ヨーデル金

谷、ゆつた りの家)、 安塚雪だるま高原、牧湯の里深山荘、柿崎マ リンホテルハマナ

ス、大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館、吉川スカイ トピア遊ラン ド、吉川緑地

等利用施設、吉川ゆつた りの郷、板倉保養センター、ゑ しんの里記念館、三和ネイ

チャー リングホテル米本陣、 うみてらす名立

・休館施設の維持管理費 (1施設 )

大島あさひ荘

主 な 財 源 主 な 経 費

諸収入

市債  ―

一般財源

69

- ― -  12為 600

158,503

需用費

役務費

委託料

34,679

1,526

226,326

使用料及び賃借料

_工事講負費 _

負担金及び交付金

4,876

17,879

47
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○観光施設等管理総務費  951
・社会経済情勢の変化や施設の老朽化等を見据え、観光施設等の適正配置や管理運営の

一層の効率化に向けた取組を進める。

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

報償費 0 65 65 財務状況等の審査等 65

旅費 300 774 474 各種協議の旅費 774

需用費 8 8 0 消耗品費 8

委託料 4,400 0 △ 4,400

0 104 104 有料道路使用料 104

35 0 △ 35

合 計 4,743 951 △ 3,792

○五智歴史の里会館管理運営費  5,960
・指 定 管 理 者  五智歴史の里協議会

・指定管理期間 平成 30年 4月 1日 ～令和 3年 3月 31母

・利 用 実 績  17,667人 (30年度)

・2年
17,009人 (31年 4月 ～2年 1月 )

目標  19,850人
2年度 増減 事業内容科  目 元年度

5,960 △ 63 5,960指定管理委託料委託料 6,023
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○ リフレッシュビレッジ管理運営費  53,841
・指 定 管 理 者  リフレ上越山里振興株式会社

・指定管理期間 平成 31年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日

・不可用 実 績  73,326人 (30年度 )

66,170人 (31年 4月 ～2年 1月 )

・2年 度 目標  82,470人

○安塚雪だるま高原管理運営費  28,821
・指 定 管 理 者  株式会社キューピッ トバレイ
。指定管理期間 平成 31年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日

・利 用 実 績  184,537人 (30年度 )

69,765人 (31年 4月 ～2年 1月 )

i2年 度 目標  158,850人

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 9,393 5,691 △ 3,702

くわどり湯つた り村浴室アル ミ

建具入替修繕       528
くわどり湯つた り村大広間畳表

替            458
ヨーデル金谷プレハブ冷凍庫ユ

ニット交換修繕      748
ヨーデル金谷内装改修修繕

149

-般営繕修繕      3,808
役務費 7 0 △ 7

委託料 46,252 44,796 △ 1,456

温泉成分分析委託料

源泉室維持管理委託料

除雪業務委託料

指定管理委託料

87

1,100

676

42,933

脚 級 卿 468 458 △ 10
除雪機借上料

誘客案内看板用上地借上料

418

40

工事請負費 0 2 896 2,896
くわどり湯った り村排水樋管災

害復旧工事       2,896
備品購入費 386 0 △ 336

合  計 56,456 53,841 △ 2,615

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 1,043 1,101 58 源泉ポンプ電気料 1,101

委託料 41,580 27,720 △ 13,860 指定管理委託料 27,720

合  計 42,623 28,821 △ 13,802
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○牧湯の里深山荘管理運営費  24,601
・指 定 管 理 者  株式会社太平堂

・指定管理期間 平成 30年 4月 1日 ～令和 3年 3月 31日
。禾可用 実 績  11,207人 (30年度)

9,455人 (31年 4月 ～2年 1月 )

・2年 度 目標  12,846人

○柿崎マ リンホテルハマナス管理運営費  15,146
・指 定 管 理 者  柿崎総合開発株式会社

・指定管理期間 平成 31年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日

・禾U用 実 績  34,595人 (30年度 )

21,978人 (31年 4月 ～2年 1月 )

・2年 度 目標  33,600人

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 2,980 2,930 0
一般備品修繕

一般営繕修繕

500

2,430

役務費 94 95 1 Wi―Fi回線等使用料 95

委託料 16,824 16,628 △ 196

建築設備定期点検業務委託料

152

防火設備定期点検業務委託料

242

エアコン洗浄業務委託料  352
指定管理委託料     15,882

イ吏用椒 硼 486 438 2

複写機賃借料

マイクロバス賃借料

LPガス供給設備借上料

179

212

47

工事請負費 0 4,510 4,510 濾過機入替工事 4,510

合 計 20,284 24,601 4,317

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 3,587 4,126 539

加圧給水装置修繕    1,936
第一会議室冷温水配管修繕 990
-般営繕修繕      1,200

役務費 107 108 1 Wi一Fi回線等使用料 108

委託料 8,772 7,006 △ 1,766
建築物定期点検業務委託料

指定管理委託料 6

351

655

倒昭級 嘲 111 111 0 駐車場用地借上料 111

工事請負費 5,163 3,795 △ 1,368
ファンコイルユニット更新工事

3,795

備品購入費 77 0 △ 77

合  計 17,817 15,146 △ 2,671
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○大潟健康スポーツプラザ鵜の浜人魚館管理運営費  46,758
。指 定 管 理 者  株式会社大潟地域活性化センター

・指定管理期間 平成 31年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日

・禾U用 実 績  91,535人 (30年度)

76,926人 (31年 4月 ～2年 1月 )

・2年 度 目標  92,300人

○吉川スカイ トピア遊ラン ド管理運営費  4,907
・指 定 管 理 者  株式会社みなもとの郷

・指定管理期間 平成 31年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日

・不可用 実 績  9,945人 (30年度)

8,144人 (31年 4月 ～2年 1月 )

・2年 度 目標  9,800人

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 8,859 3,482 △ 5,377

ウォータースライダー乗降場床

シー ト貼替修繕      511
レス トランブライン ド取替修繕

181

-般営繕修繕      2,790

役務費 87 506 419
Wi一Fi回線等使用料

ばい煙濃度測定手数料

88

418

委託料 41,988 41,944 △ 44

ESCO事業委託料     3,224
建築設備及び防火設備定期点検

業務委託料        220
指定管理委託料    38,500

脚 跛 卿 1,504 826 △ 678 ポスレジシるテム借上料  826
備品購入費 540 0 △ 540

合 計 52,978 46,758 △ 6,220

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 1,206 563 △ 643 一般営繕修繕 563

委託料 2,367 2,705 338

建築設備及び防火設備定期点検

業務委託料        188
指定管理委託料     2,517

イ吏用級 卿 1,129 1,186 7

複写機借上料

AED機器借上料

自動車借上料

116

76

944

工事請負費 414 503 89 浴室換気扇設置工事 503

備品購入費 76 0 △ 76

合  計 5,192 4,907 △ 285
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○吉川緑地等利用施設管理運営費  2,177
・指 定 管 理 者  株式会社みなもとの郷

・指定管理期間 平成 31年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日

`禾噂用 実 績  1,247人 (30年度)

1,034人 (元年度)

・2年 度 目標  2,500人

※冬期閉鎖

○吉川ゆつたりの郷管理運営費  13,682
・指 定 管 理 者  株式会社ゆつた りの郷
。指定管理期間 平成 31年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日

・禾噂用 実 績  78,609人 (30年度)

64,900人 (31年 4月 ～2年 1月 )

・2年 度 目標  75,800人

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 1,152 328 △ 824 一般営繕修繕 328

委託料 1,581 1,682 1 0 1

坪野親水公園草刈業務委託料

106

建築設備及び防火設備定期点検

業務委託料        109
指定管理委託料     1,467

脚 跛 嘲 167 167 0 土地借上料 167

合  計 2,900 2,177 △ 723

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 6,294 5,748 △ 546

ろ過材修繕        814
案内看板修繕       218
洋風風呂洗い場床タイル修繕

1,309

自家発電装置修繕     407
-般営繕修繕      3,000

役務費 294 298 4

Wi―Fi回線等使用料     82
ペ レットボイラーばい煙測定手

数料           216

委託料 6,671 3,071 △ 3,600

ペ レットボイラー点検業務委託

*斗                        223

建築設備及び防火設備定期点検

業務委託料        204
指定管理委託料     2,644

工事請負費 6,480 4,565 △ 1,915 浴室サンシユ取替工事  4,565
合  計 19,739 13,682 △ 6,057
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○板倉保養センター管理運営費  10,004
・指 定 管 理 者  黒倉ふるさと振興株式会社

・指定管理期間 平成 31年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日

・禾噂用 実 績  29,640人 (30年度)

25,917人 (31年 4月 ～2年 1月 )

・2年 度 目標  30,600人

○板倉ゑ しんの里記念館管理運営費  14,178
・指 定 管 理 者  一般財団法人ゑしんの里観光公社

・指定管理期間 平成 31年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日

・禾J用 実 績  11,344人 (30年度)       ｀

7,426人 (31年 4月 ～2年 1月 )

・2年 度 目標  12,500人

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 2,045 1,776 △ 269

大浴槽用ろ過装置熱交換器入替

修繕         1,276
-般営繕修繕       500

委託料 8,453 8,228 △ 225

建築設備定期点検業務委託料

132

8,096指定管理委託料

備品購入費 78 0 △ 78

合 計 10,576 10,004 △ 572

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 300 851 551

正面玄関付近雨水滲出及び床板

修繕          551
-般営繕修繕       300

委託料 13,632 13,242 △ 390

建築設備定期点検業務委託料

132

13,110指定管理委託料

帥 卿 85 85 0 AED機器借上料 85

合 計 14,017 14,178 161
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○三和ネイチャー リングホテル米本陣管理運営費  5,463
・指 定 管 理 者  三和振興株式会社
。指定管理期間 平成 31年 4月 1日 ～令和 4年 3月 31日
。利 用 実 績  23,130人 (30年度)

18,605人 (31年 4月 ～2年 1月 )

・2年 度 目標  19,300人

科 目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 2,148 2,041 △ 107

1階客室系統給湯管修繕

男女脱衣室掃出窓建具修繕

男女浴室サウナ修繕

ログハウス浴室修繕

一般営繕修繕

297

176

115

553

900

役務費 187 189 2 Wi―Fi回線等使用料 189

委託料 6,480 2,987 △ 3,543

防火設備定期点検業務委託料

187

2,750指定管理委託料

脚 跛 嘲 296 296 0
複合機借上料

AED機器借上料

243

53

備品購入費 2 565 0 △ 2,565

合 計 11,676 5,463 △ 6,213
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○ うみてらす名立管理運営費  58,844
・指 定 管 理 者  株式会社ゆめ企画名立

。指定管理期間 平成 31年 4月 1日 ～令和 4年 3月 81日

・利 用 実 績  392,820人 (30年度 )

357,650人 (31年 4月 ～2年 1月 )

・2年 度 目標  380,000人

科  目 元年度 2年度 増減 事業内容

需用費 6 382 6,034 △ 348

ホテル光鱗非常用 自家発電装置

修繕           669
アイテムポンプ回流風呂系統ポ

ンプ取替修繕       660
光鱗か ら交流館通路エアコン修

府睾                       510

健康交流館ゆらら2F大広間エア

コン修繕        995
-般営繕修繕      3,200

役務費 326 330 4
電話料 (道の駅公衆電話 )

Wi一Fi回線等使用料

33

297

委託料 52,660 49,568 △ 3,092

建築設備定期点検業務委託料

264

防火設備定期点検業務委託料

308

ESCO事業委託料    8,080
温浴 レジシステム保守点検委託

*斗                         129
レジシステム保守点検委託料

923

人工温泉発生装置保守点検委託

料           264
指定管理委託料    39,600

朗 跛 卿 1,941 1,255 △ 686

温浴 レジシステム賃借料

レジシステム賃借料

人工温泉発生装置賃借料

看板敷地借地料

急速充電器電気使用料

744

317

80

70

44

工事請負費 1,944 1,610 △ 334
地場物産館・健康交流館給水ポン

プユニット更新工事   1,610
負悩 諦 吻 克0珂栓 47 47 0 道の駅連絡協議会負担金  47

合  計 63,300 58,844 △ 4,456
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○大島あさひ荘管理運営費

・※27年 1月 から休館

839

科 目 元年度 2年度 増減 事業内容

委託料 739 839 100
屋根除雪委託料

周辺除雪委託料

570

269

8 0 △ 8

工事請負費 524 0 △524

合 計 1,271 839 △ 432
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歳出科 目 (P270～ P271) 7款 1項 5日 観光物産センター費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 歩ヒ    車交

観光物産センター管理運営費 24,400 18 363 6,037

主 な 財 源 主 な 経 費

使用料及び手数料

財産収入

一般財源

6,468

240

17,692

需用費

役務費

委託料

10,553

391

10,445

使用料及び賃借料

工事請負費

672

2,339

【目的】

市内事業者による貸館利用や姉妹都市の観光と物産展の開催など、観光客や市民に対し

特産品等の展示・販売を行 うとともに、観光施設のパンフレット、イベントチラシ等によ

る観光情報の発信を行い、誘客促進を図る。

【2年度目標】

貸館利用回数実績及び目標 (単位 :回 )

区 分 29年度 30年度
元年度

(1月 末現在 )

2年度
(目 標 )

大ホール 122 102 89 120

中ホール 122 85 67 130

会 議 室 112 112 108 150

合 計 356 299 264 400

利用者数実績及び目標 (単位 :人 )

年 度 29年度 30年度
元年度

(1月 末現在 )

2年度
(目 標 )

利用者数 98,924 97,143 101,508 100,000

※利用者数は貸館利用者 とふるさとコーナー来館者の延べ入込客数である

【実施内容】

・需用費 10,553(電気料金、ガス料金、水道料金、修繕料等)

・役務費 391(電話料、広告料)

。委託料 10,445(清掃受付等案内、機械右
讐備、電気保安等)

・使用料及び賃借料 672(施設管理用物品借上料、下水道使用料等 )

・工事請負費 2,339(照 明制御装置改修工事)

【施設の概要】
。所 在 地
。設  置
。構  造

・施設内容

大字藤野新田 175番地 1

平成 3年度

鉄骨鉄筋コンクリー ト造

大ホール :592♂、中ホール :157だ、会議室

ふるさとコーナー、事務所
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積

理

態形用

面

管

利

延床 2,463.59∬

直営

貸館施設
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歳出科 目 (P280～ P281) 8款 4項 1目 港湾管理費

単位 :千円

事 業 名 本 年 度 前 年 度 比  較

港湾整備事業 2,514 2,211 303

【目的】

当市の重要な産業基盤である直江津港の機能を強化するため、港湾関係団体と連携を図

りながら、港湾計画に基づく直江津港の整備を促進する。

【2年度目標】

国や新潟県が実施する直江津港の整備が計画どおり進められるよう働きかけを行う。

【実施内容】

日本港湾協会、新潟県港湾協会等関連団体への負担金支出及び総会等への参加など

■令和 2年度以降の整備箇所図

※国・新潟県の予算措置の状況により変更があります。

管理用

東防波堤撤去

ガントリークレーン更新

中央心、頭護岸補修

西防波堤補修

〆

主 な 財 源 主 な 経 費

諸収入

一般財源

112

4ヽ402

旅費

―需用奏

361 負担金補助及び交付金

6 2,14件

区

西ふ頭地区

LNG受 入

蓋地用地

火力発電所

用地
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